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(Pro四 Pro-Gl y)n の性質を調べた。その結果、(1) (Pro-Pro-Gly)n は低温で三本鎖として存在し、
高温では一本鎖として存在する、 (2) この転移は旋光度、円偏光二色性の急激な変化を伴う、 (3) 転移は
変性剤の添加によっても引き起こされる、 (4) これらの転移は可逆性を有する、 (5) この可逆性は同じ分






















の知見から類推すると 3 本鎖はポリプロリン E 型と同様な左巻きヘリックスから形成されていること
がわかった。
さらに小林君は蛋白研ペプチドセンターの榊原氏らが固相合成法で重合したコラーゲンモデル物質
(Pro-Pro-Gly) n の溶液物性を系統的に明らかにした。すなわち、重合度 n が10程度以上のものは
室温では 3 本鎖の棒状分子を形成していること、しかも安定な 3 本鎖は各鎖の長さが同じでないとで
きないという興味ある結果を得た。この 3 本鎖も温度や塩酸グアニジン処理でランダムな 1 本鎖コイ
ルに転移し、その変化に伴い円偏光二色性も顕著に変化する。これを定量的に解析した結果、 3 本鎖
ヘリックス形成のエンタルピ一変化を求めることができた。このペプチドの核磁気共鳴を測定したと
ころ、グリシン残基の α炭素の 2 個のプロトンはランダムコイルの時でも非等価であること、すなわ
ちランダムといわれる状態でもすでにペプチド鎖の回転は束縛されていること、さらに 3 本鎖の形成
によって、このシグナルが消失することから、グリシンの α炭素のプロトンは 3 本鎖の形成によって
運動の自由度が束縛される状態になることが示された。
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以上、小林君の仕事はゴラーゲンおよびそのモデルペプチドを用いて、その溶液中における諸物性
を明らかにし、コラーゲン化学に寄与するところが大であり、理学博士の学位論文として十分価値あ
るものと認める。
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